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３ 章  

１．  4346302002 .cos =××  kN     
 

２．  ラ ミの 定 理 式 ３－ ６ よ り ， 力 の 関 係は 図 の よう に な る 。   

 

 

 

 

              

 

 

 

 

３．  

3303002011 =××== sin.sinrFM θ N m 93003022 =×== .rFM N m 

488453004033 .sin.sinrFM −=××−== θ N m 

よっ て ， 5.35.893321 =−+=++= MMMM N m 

 

４．  力 のモ ー メ ン トは 図 の よう に な る 。  
03819401 =××−+= ).(MM  

3819403041 ××=××= .sinFM   
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支 え る た めに 必 要 な 力は 589N で あ る 。  

 

 

５．   

 式 ３ － １１ よ り ， 全体 の 重 心位 置 Gx は ，  
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 密 度 は 一様 で あ る ため ρ は 省 略で き る 。  
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よ り ，

26660.x = m（ 26 7 mm） の 長 さ にす れ ば 良い 。  

 

６ ．  式 ３－ １ ７ へ 式３ － １ ６を 変 形 し た a
vvt )( 0−= を代 入 する と ，  
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s m   約 4 倍 の 距 離が 必 要 にな る 。  

また ， 移 動時 間 は 次 式か ら 求 まる 。  
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a
vt s       5 .8 [ s ]間 走 行す る 。  

 

７．  物 体の 初 速 度 は飛 行 体 の速 度 で あ るた め ，  

 9.13
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1050 3
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×
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 重 力 方 向の 落 下 は 自由 落 下 であ る た め ， 30 m か ら 地 上 の 落 ちる ま での

時 間 は 式 ３ － ２ １ よ り，  

2
0 2

1 attvs −= に 00 =v 代入 す ると 0
2
130 2 =− gt と な り ， よ っ て ，  

=
×

=
819
302

.
t 2 .4 7s 2 .4 7 [ s ]後 に 地 面に 落 ち る。  

物体 は 13.9m/ s の 速 度で 2.47 [ s ]間移 動 する た め，式 ３ －１ ８ の 加 速 度

を ０ と し て求 め る こ とが で き る。  

33.3447.29.13 =×=s m  
落 下 地 点 は飛 行 体 の 進行 方 向 34.3m で あ る。  

 

８．   

 図 の よ うに 外 半 径 R ，内 半 径 r ，厚 さ t ，密 度 ρ が一 様 な円 形 板 に おい

て ， 回 転 中心 O 点 回 りの 慣 性 モー メ ン ト を求 め る 。  

 拡 大 図 に 示 す と お り ， 座 標 （ l ,θ ） の 位 置 に あ る 微 小 部 分 の 重 量 を 考

え ， 慣 性 モー メ ン ト を求 め る と次 式 と な る。  
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 こ の 式 を変 形 す る と， 慣 性 モー メ ン ト を求 め る こと が で き る。  
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９．  

 荷 物 に かか る 重 力 は ，15 × 103 × 9.81 = 147150N = 147.2kNとな る 。ロー プ は

2 つ の 動滑 車 から 合 計 4 か所 で 荷 重を 受 けて い る ため ， ロ ー プに か か る

張力 は 147150/4≅36787.5N と な る 。し たが っ て ，ロー プ に より 荷 物 を吊

り あ げ る のに 必 要 な 最小 の 力は 36.8kN とな る 。  

 

１０ ．  式３ － ５ ０ より ，  
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時速 50k m で 走 行 し てい る 運 動エ ネ ル ギ ーは 約 1 t の もの を 1 0 m のと こ

ろ か ら 落 下さ せ た エ ネル ギ ー に等 し い 。 自動 車 が 衝突 し た と きの エ ネル

ギ ー の 大 きさ が 想 像 でき る ．  

 

１１ ．   

右 図 の よ うに 考 え る こと が で き る 。  

 摩 擦 R は 効 率 の中 で考 慮 す るた め ，  

例 題 ３ － ４１ よ り ，  

θsinWF =  

  式 ３ －５ １ よ り ，  

 

 

 

 

が 求 ま る 。  
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効 率 を 考 慮す る と ，  
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  動 力は 2.18×10 3kW 必要 で あ る。  


